若者の就労を考える親向けセミナー　アンケート集計結果　　         2006/11/26
· 参加者7名（父母参加1組　父親1名　母親3名　青年2名）
· アンケート有効回答数7名のうち、6名提出
1． 本日のセミナーはいかがでしたか？ 

ａ．とてもよかった　（4名）　　　　　　　ｂ．まあまあよかった　（2名）　　　　　　ｃ．ふつう（0名）
ｄ．あまりよくなかった　（0名）　　　　 ｅ．よくなかった（0名）
2． 第１部「講演会及びワークショップ」について、お感じになったことをお書きください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 子供を信じる事の大切さ。
· とても、わかりやすく、お話ししていただいたと思います。ワークショップで気軽に話す雰囲気が出てきたように思います。
· 相談先がわからなかったりで、親が会社のカウンセラーにかかったりしてきたが、近頃ニートの言葉も広く知られるようになり、また、行政なども少しずつ立ち向かう姿勢が出てきていると思います。
今回はありがとう。子供の気持は判らないのが本音です。

· 目かくしのワークショップは初めてでしたので、不安でしたが、参考になりました（信頼）。
3． 第２部「フリートーク」「家族はどう接するか」について、お感じになったことをお書きください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 「家族はどう接するか」について、講師の話が聞けてよかった。
· 子供を信じてゆっくりと？待つこと。
· 個人個人が自分の抱える問題について、気軽に話せて良かったと思います。
· 勉強になりました。
· 具体的にお話しが聞けてよかったです。
· 沢山の人の中に入って行ける様に、一歩進める努力少しやって行こうと思います。
受け入れ場所知らせてほしい。

4． このセミナーをどのようなきっかけでお知りになりましたか？（カッコ内には、具体名をお書きください）

ａ．チラシ（1名）　    ｂ．インターネット（0名）　ｃ．公的機関（0名）
ｄ．家族・知人（1名）　ｅ．新聞 （1名）       
 ｆ．その他（3名）（内容：　案内郵送を受けた　・記入なし　・サポートステーション　みえ）
5． 今後どのような内容の講演会・セミナーなどを望まれますか？また、ご意見などございましたら、ご自由にお書きください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· とっても勉強になりました。　有り難うございました。
· 今後、自分のケースで何をしたら良いかわからないですが、その段階に合ったお話が聞けたら嬉しく思います。
· ニートを理解できるようになりたいし、社会的にも「ニート」はなまけ者というような考え、とらえ方ではなく、あたたかく見守り、支援するような社会、広報も必要。
· （お子さんが）20才頃から35才迄の方が主に聞きにみえていましたので、他の人の話が聞けてよかった。
